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国立大学法人京都大学 

三菱電機株式会社 
 
 

イノベーションの創出とイノベーションを担う人材の育成 

京都大学と三菱電機、先端機械工学分野を核とした産学共同講座を開設 
 
 
 国立大学法人京都大学（以下、京都大学）と三菱電機株式会社（以下、三菱電機）は、京都大学

大学院工学研究科に、継続的なイノベーションの創出とイノベーションを担う人材の育成を目標

とした産学共同講座「進化型機械システム技術産学共同講座（三菱電機）」を 2019 年 4 月に開設

します。 
 幅広い知を有する京都大学と、幅広い電機製品・システムを手掛ける三菱電機が組織的に連携

することで、学際的な知見の活用により多様な社会の課題を解決する「進化していく機械システ

ム」の研究開発と、イノベーションを担う人材育成に取り組みます。 
 
［講座開設趣旨］ 
近年、サイバーフィジカルシステム※の実現に向けた研究開発の加速は目覚ましいものがありま

すが、高度化・複雑化する実社会の課題を本質的に解決するには、サイバー空間の高度化と並行

して、物理・物性・制御・最適化などのフィジカル空間を対象とした技術革新が不可欠であり、

この実現には、基礎研究の段階から、大学が持つ技術シーズと産業界が認識するニーズを組み合

わせることが重要です。 
京都大学と三菱電機は、2005 年から進めてきた機械分野での共同研究をさらに深化発展させる

ためには、研究テーマを共同で探索し、異なる立場の知を融合できる共同研究体制が必要と考え、

今回、先端機械工学分野におけるイノベーションの創出と、イノベーションを担う人材育成を行

う共同講座を開設します。 
※ 現実社会とサイバー世界が一体となることで、より高度な社会の実現を目指すサービスおよびシステム 

 
［イノベーション創出研究テーマ］ 
 人との関わりを考慮した先進機械システム研究および技術シーズとしての高度な基礎研究とそ 
の応用として、大きく以下の 2 分野の研究を進めます。 

1. 人と垣根のない機械システム：人と機械が共存する未来社会では、人を的確にサポートする

機械システムが必要です。この実現に向けて、これまでの機械工学中心の研究者に加え、医

学・心理学などの分野の研究者とも連携し、研究開発を進めます。 
 
2．先進機械デバイス研究と応用：ナノテクノロジーなど物理現象に基づく基礎研究をもとに、

応用の可能性を探る研究を行います。先端研究を融合することで、桁違いの物理特性を実現

する機械デバイスを開発し、社会実装を目指した実用化開発につなげることを目指します。 
 

［本産学共同講座の特長］ 
1. 企業人材の派遣による共同研究の推進：三菱電機 先端技術総合研究所から 2 名を特定教員

として京都大学へ派遣し、より密な連携のもと、共同研究を推進します。 
 

2. 研究テーマの継続的な議論と設定：シーズとしての基礎研究を実用化するためのニーズ開

拓と、ニーズからの新たな基礎研究のテーマ発掘を繰り返し、シーズとニーズの双方向から

の継続的な議論を重ねることで、社会課題に対してイノベーティブな研究テーマの設定と

社会実装の加速を推進します。 
 
3. 異分野融合のハブ：京都大学が持つさまざまな学際的分野の技術と、三菱電機が持つ幅広い

産業分野の技術を組み合わせるダイバーシティを持つハブ機能を担います。 
 
4. 人材育成：京都大学の学生（特に博士後期課程）および三菱電機の研究者を対象に、イノベー

ションを担うことのできる人材を、共同研究を通じて育成します。 
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 お問い合わせ先  

【報道担当】 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2359 FAX 03-3218-2431 
 
【開発担当】 
三菱電機株式会社 先端技術総合研究所 
〒661-8661 兵庫県尼崎市塚口本町八丁目 1 番 1 号 
FAX 06-6497-7289 
http://www.MitsubishiElectric.co.jp/corporate/randd/inquiry/index_at.html 


